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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第51期

第３四半期累計期間
第52期

第３四半期累計期間
第51期

会計期間
自2022年４月１日
至2022年12月31日

自2023年４月１日
至2023年12月31日

自2022年４月１日
至2023年３月31日

売上高 （千円） 4,791,663 5,244,080 6,476,419

経常利益 （千円） 537,985 519,013 668,338

四半期（当期）純利益 （千円） 367,750 357,674 477,043

持分法を適用した場合の投資利益 （千円） － － －

資本金 （千円） 421,469 421,469 421,469

発行済株式総数 （株） 4,424,000 4,424,000 4,424,000

純資産額 （千円） 1,977,368 2,384,142 2,080,920

総資産額 （千円） 5,020,553 5,669,494 5,180,594

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 83.29 80.91 107.99

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益
（円） 82.97 80.82 107.65

１株当たり配当額 （円） － － 15.00

自己資本比率 （％） 39.4 42.1 40.2

 

回次
第51期

第３四半期会計期間
第52期

第３四半期会計期間

会計期間
自2022年10月１日
至2022年12月31日

自2023年10月１日
至2023年12月31日

１株当たり四半期純利益 （円） 46.14 24.76

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

２．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社が存在しないため記載しておりません。

 

 

２【事業の内容】

　当第３四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。また、主要な関連会

社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生または前事業年度の有価証券報告書に記載した事業

等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

（１）経営成績等の状況の概要

　当社の財政状態、経営成績の状況の概要は次のとおりであります。

 

①　財政状態の状況

（資産）

　当第３四半期会計期間末における資産合計は、5,669,494千円となり、前事業年度末に比べ、488,899千円増加

いたしました。これは主に、原材料及び貯蔵品が228,676千円、建物（純額）が156,859千円、土地が99,702千

円、受取手形、売掛金及び契約資産が79,748千円、電子記録債権が47,112千円増加した一方、繰延税金資産が

96,130千円、仕掛品が67,986千円減少した影響によるものであります。

（負債）

　当第３四半期会計期間末における負債合計は、3,285,351千円となり、前事業年度末に比べ、185,677千円増加

いたしました。これは主に、短期借入金が330,000千円、資産除去債務が110,000千円、退職給付引当金が46,984

千円増加した一方、賞与引当金が125,724千円、長期借入金（１年内返済予定の長期借入金を含む）が118,304千

円、支払手形及び買掛金が94,684千円減少した影響によるものであります。

（純資産）

　当第３四半期会計期間末における純資産合計は、2,384,142千円となり、前事業年度末に比べ、303,221千円増

加いたしました。これは主に、利益剰余金が286,185千円増加したことによるものであります。

　これらの結果、自己資本比率は42.1％（前事業年度は40.2％）となりました。

 

②　経営成績の状況

　2023年の海外に目を向けると、米国は個人消費が底堅く推移し拡大基調を維持、中国は若年層を中心とした雇

用情勢の悪化や、不動産不況も重なって景気の回復ペースは鈍さがみられました。地政学的には、ロシアのウク

ライナ侵攻が続き、10月にはハマスとイスラエルの軍事衝突が発生するなど不安定な様相が継続しています。

　国内経済においては、中国経済の回復遅れが重石となったものの、半導体不足の解消による自動車の生産回復

や円安の追い風、インバウンド需要の回復、価格転嫁の進展が好影響となり景況感は改善されました。反面、先

行きは、物価上昇による需要の減少やコストの増加、人手不足の深刻化などによる悪影響も一段と懸念され、金

融引き締めに伴う海外景気の減速も含めて慎重な見方となっており、引き続き注意を要するとしています。

　半導体業界においては、世界半導体販売額に先行して動く台湾や韓国の電子部品・デバイス工業の出荷・在庫

バランスは明確に改善しており、シリコンサイクルは2024年に回復局面に入る公算が大きいと予測されます。

WSTS（世界半導体市場統計）の発表でも前年比２桁成長とみており、その通りになれば2022年の世界市場規模を

抜き、過去最大となると予測しています。

　このような環境の中、電子システム事業においては、主要顧客の半導体後工程商材への設備投資が鈍化したこ

と、車載機器向け専用計測器は部材価格の高騰が改善されたことによる価格転嫁分の解消及び販売製品構成の変

化により、前第３四半期会計期間比では売上減少となりました。一方、カスタムバーンイン装置は用途展開によ

る受注増加となりました。新たな生産拠点として福島県いわき市に福島製造部を設置すべく、立上げ準備に取り

組みました。

　マイクロエレクトロニクス事業においては、アナログLSI設計受託売上の安定化に向けて、回復の遅れている

スマートフォン向けセンサー半導体に対する要素開発設計に注力するとともに、自動車分野等の電源、計測機器

分野のセンサー設計をターゲットにした新規顧客開拓を続けています。デジタルLSI設計受託については、DSC向

け画像処理分野の設計受託がピークアウトし始めましたが、自動車分野向けデジタル設計の新規顧客にシフト対

応しています。一方、業界における旺盛な半導体需要のために設計人材の確保が難しい状況は続いています。

　製品開発事業においては、マイナンバーカードの政治的な推進力停滞により読み取り向けカメラの医療分野以

外での導入に遅れが生じています。また、中国景気停滞の影響をうけたFA用検査装置向けカメラについても出荷

数量が減っています。一方、今後も市場拡大が期待される医療・介護向けに試作したカメラシステムの市場評価

は完了し、2024年度市場投入に向け製品化開発を進めています。

　これらの結果、当第３四半期累計期間の経営成績は、売上高5,244,080千円（前年同四半期比9.4％増）とな

り、営業利益は512,109千円（前年同四半期比3.2％減）、経常利益は519,013千円（前年同四半期比3.5％減）、

四半期純利益は357,674千円（前年同四半期比2.7％減）となりました。
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　セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

ａ．電子システム事業

　電子システム事業においては、車載機器向け専用計測器で大型案件の受注時期スライドに加え、新型コロ

ナウイルス感染症の影響で高騰していた部材価格の改善がみられたことから、価格転嫁分を正常化したこと

及び販売製品構成の変化の為、前第３四半期会計期間比で売上が減少しました。車載半導体の市場在庫改善

で生産増加用途の設備投資は一服感となり、後工程商材のバーンインボードは主要顧客で案件が減少し、受

注鈍化局面に入りました。一方、新製品用カスタムバーンイン装置は、用途展開による新たな仕様の対応に

より受注が増加しました。生産キャパシティの改善、生産能力の向上、ＢＣＰ対策強化として、事業譲渡に

よる福島製造部立上げの準備に取り組みました。

　これらの結果、電子システム事業は、売上高は2,533,505千円（前年同四半期比20.6％増）、セグメント

営業利益は341,393千円（前年同四半期比39.3％増）となりました。

 

ｂ．マイクロエレクトロニクス事業

　マイクロエレクトロニクス事業においては、旺盛な半導体需要に支えられ半導体の設計需要が計画通りに

推移しました。アナログLSIにおいては、自動車向けのパワー半導体や高速インターフェースを主体とした

アナログ設計受託が順調に推移しました。また、デジタルLSIにおいては、想定通りにDSC向け画像処理関連

のデジタル設計受託は低調となりましたが、自動車向けのデジタル設計受託は堅調に増加しました。IPにつ

いては、ロイヤルティーが売上に貢献しました。

　これらの結果、マイクロエレクトロニクス事業は、売上高は1,575,024千円（前年同四半期比2.3％増）、

セグメント営業利益は192,218千円（前年同四半期比5.7％減）となりました。

 

ｃ．製品開発事業

　製品開発事業においては、アミューズメント機器向けカメラ量産開始、海外ATM向けカメラ製品の継続受

注など順調な製品出荷がある一方で、マイナンバー読み取りカメラの量産計画遅れ、FA検査装置向けカメラ

の出荷減により売上は計画未達となりました。

　これらの結果、製品開発事業は、売上高は1,135,550千円（前年同四半期比1.4％減）、セグメント営業損

失は21,502千円（前年同四半期はセグメント営業利益80,063千円）となりました。

 

（２）経営方針・経営戦略等

　当第３四半期累計期間において、当社が定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はありません。

 

（３）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

　当第３四半期累計期間において、当社が優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要な変更はあり

ません。

 

（４）研究開発活動

　当第３四半期累計期間における、当社の研究開発活動の金額は213,095千円であります。

　なお、当第３四半期累計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

　当社は、2023年11月10日開催の取締役会において、株式会社アウトソーシングテクノロジーからサンシン電機事業

所の事業を譲り受けることについて決議し、2023年11月21日付で事業譲渡契約を締結いたしました。また、本事業譲

渡契約に基づき、2023年12月31日に事業譲受が完了しております。

　なお、詳細については「第４経理の状況　１　四半期財務諸表　注記事項（企業結合等関係）」に記載しておりま

す。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 12,000,000

計 12,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（2023年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（2024年２月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 4,424,000 4,426,000
東京証券取引所

スタンダード市場

完全議決権株式であ

り、権利内容に何ら

限定のない、当社に

おける標準となる株

式であり、単元株式

数は100株でありま

す。

計 4,424,000 4,426,000 － －

（注）「提出日現在発行数」欄には、2024年２月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行

された株式数は含まれておりません。

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総数
増減数（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

2023年10月１日～

2023年12月31日

（注）

－ 4,424,000 － 421,469 － 352,397

（注）１．2024年１月１日から2024年１月31日までの間に、新株予約権の行使により、発行済株式総数が2,000株、資本

金が270千円、資本準備金が270千円増加しております。
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（５）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

（６）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日（2023年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしております。

①【発行済株式】

    2023年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 100 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 4,420,600 44,206

権利内容に何ら限定のな

い当社における標準とな

る株式であり、単元株式

数は100株であります。

単元未満株式 普通株式 3,300 － －

発行済株式総数  4,424,000 － －

総株主の議決権  － 44,206 －

（注）「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式38株が含まれております。

 

②【自己株式等】

    2023年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総
数に対する所
有株式数の割
合（％）

株式会社シキノハイテック
富山県魚津市吉島

829番地
100 － 100 0.00

計 － 100 － 100 0.00

（注）上記のほか、単元未満株式が38株あります。なお、当該株式数は上記①「発行済株式」の「単元未満株式」の欄に

含まれております。

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】
１．四半期財務諸表の作成方法について

 当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第63

号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間（2023年10月１日から2023年12

月31日まで）及び第３四半期累計期間（2023年４月１日から2023年12月31日まで）に係る四半期財務諸表について、

仰星監査法人による四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について

 当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】

（１）【四半期貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前事業年度

(2023年３月31日)
当第３四半期会計期間
(2023年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 529,698 505,089

受取手形、売掛金及び契約資産 1,636,497 1,716,245

電子記録債権 168,071 ※１ 215,184

製品 202,830 234,507

仕掛品 172,120 104,133

原材料及び貯蔵品 797,988 1,026,665

その他 114,719 142,324

流動資産合計 3,621,926 3,944,150

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 392,968 549,827

土地 306,279 405,982

その他（純額） 213,662 184,444

有形固定資産合計 912,910 1,140,254

無形固定資産 205,812 203,336

投資その他の資産   

繰延税金資産 351,383 255,252

その他 86,948 126,206

投資その他の資産合計 438,332 381,459

固定資産合計 1,557,055 1,725,050

繰延資産 1,612 293

資産合計 5,180,594 5,669,494

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 693,564 598,879

短期借入金 ※２ 150,000 ※２ 480,000

１年内返済予定の長期借入金 159,960 136,732

未払法人税等 97,739 69,504

賞与引当金 224,403 98,679

受注損失引当金 14,741 23,193

その他 554,246 578,368

流動負債合計 1,894,654 1,985,357

固定負債   

長期借入金 293,462 198,386

退職給付引当金 830,076 877,061

資産除去債務 － 110,000

その他 81,480 114,545

固定負債合計 1,205,018 1,299,993

負債合計 3,099,673 3,285,351

純資産の部   

株主資本   

資本金 421,469 421,469

資本剰余金 352,397 352,397

利益剰余金 1,302,800 1,588,986

自己株式 △178 △456

株主資本合計 2,076,489 2,362,398

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 4,431 21,744

評価・換算差額等合計 4,431 21,744

純資産合計 2,080,920 2,384,142

負債純資産合計 5,180,594 5,669,494
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（２）【四半期損益計算書】

【第３四半期累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第３四半期累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年12月31日)

 当第３四半期累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年12月31日)

売上高 4,791,663 5,244,080

売上原価 3,452,059 3,810,634

売上総利益 1,339,604 1,433,445

販売費及び一般管理費 810,537 921,335

営業利益 529,066 512,109

営業外収益   

受取利息 5 1

受取配当金 2,703 1,728

仕入割引 369 159

為替差益 1,674 1,934

受取補償金 3,000 －

補助金収入 2,866 2,973

その他 3,566 4,815

営業外収益合計 14,185 11,612

営業外費用   

支払利息 3,847 2,717

株式交付費償却 1,319 1,319

その他 100 671

営業外費用合計 5,267 4,708

経常利益 537,985 519,013

特別利益   

投資有価証券売却益 87 －

特別利益合計 87 －

特別損失   

固定資産除却損 2,371 0

特別損失合計 2,371 0

税引前四半期純利益 535,700 519,013

法人税、住民税及び事業税 130,840 127,298

法人税等調整額 37,108 34,040

法人税等合計 167,949 161,338

四半期純利益 367,750 357,674
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【注記事項】

（四半期貸借対照表関係）

※１ 四半期会計期間末日満期手形等

　四半期会計期間末日満期手形等の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。な

お、当四半期会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期会計期間末日満期手形等が四半期会

計期間末日残高に含まれております。

 
前事業年度

（2023年３月31日）
当第３四半期会計期間
（2023年12月31日）

電子記録債権 － 19,286千円

 

※２ 当社は運転資金の効率的な調達を行うため、取引銀行と当座貸越契約を締結しております。

　この契約に基づく借入未実行残高は次のとおりであります。

 
前事業年度

（2023年３月31日）
当第３四半期会計期間
（2023年12月31日）

当座貸越極度額 1,100,000千円 1,100,000千円

借入実行残高 150,000千円 480,000千円

差引未実行残高 950,000千円 620,000千円

 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期累計期

間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第３四半期累計期間
（自　2022年４月１日
至　2022年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自　2023年４月１日
至　2023年12月31日）

減価償却費 76,446千円 72,146千円
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年12月31日）

１．配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり

配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2022年６月24日

定時株主総会
普通株式 44,149 10 2022年３月31日 2022年６月27日 利益剰余金

 

２．基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末日の

後となるもの

　該当事項はありません。

 

３．株主資本の金額の著しい変動

　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第３四半期累計期間（自　2023年４月１日　至　2023年12月31日）

１．配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり

配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2023年６月28日

定時株主総会
普通株式 66,358 15 2023年３月31日 2023年６月29日 利益剰余金

 

２．基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末日の

後となるもの

　該当事項はありません。

 

３．株主資本の金額の著しい変動

　該当事項はありません。
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（企業結合等関係）

取得による企業結合

 

（事業の譲受）

１．事業譲受の概要

（1）譲受先企業の名称及びその事業の内容

譲受先企業の名称   株式会社アウトソーシングテクノロジー

譲受事業の内容     サンシン電機事業所の電子部品・完成品の受託設計・生産、無線機器・製品の設計・製

造事業

（2）事業譲受を行った主な理由

　同社の優良顧客に対して、当社の豊富な品揃え製品や高品質なアフターサービスなど充実したサービスを提供

し、また、譲受事業の優れたものづくりを活用することで当社製品の生産能力の向上・品質の向上などが期待さ

れ、当社のお客様のメリットにつなげることで、当社の事業規模の拡大が期待できるため。

（3）事業譲受日

2023年12月31日

（4）事業譲受の法的形式

現金を対価とする事業譲受

（5）取得企業を決定するに至った主な根拠

当社が、現金を対価として事業の譲り受けを行ったためであります。

 

２．四半期累計期間に係る四半期損益計算書に含まれる取得した事業の業績の期間

事業譲受日が当第３四半期会計期間末のため、四半期損益計算書に譲受事業の業績は含まれておりません。

 

３．譲受事業の取得原価及び対価の種類ごとの内訳

当事者間の合意により非開示とさせていただきます。

 

４．発生したのれんの金額、発生原因、償却方法及び償却期間

のれんおよび負ののれんは発生しておりません。

 

５．取得原価の配分

　４．における、発生したのれんの金額については、当第３四半期会計期間末において取得原価の配分が完了し

ていないため、その時点で入手可能な合理的情報に基づき、暫定的な会計処理を行っています。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年12月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

     (単位：千円)

 報告セグメント

調整額
四半期損益
計算書
計上額 

電子システム
事業

マイクロ
エレクトロ
ニクス事業

製品開発
事業

合計

主要な財又はサービスの

ライン
    

自社製品 267,764 154,872 1,082,925 1,505,562 － 1,505,562

受託開発 1,784,713 1,384,550 68,898 3,238,162 － 3,238,162

その他 3,969 － 120 4,089 － 4,089

顧客との契約から生じる

収益
2,056,447 1,539,422 1,151,943 4,747,813 － 4,747,813

収益認識の時期       

一時点で移転される財

（注）１
1,722,622 1,521,364 1,109,229 4,353,216 － 4,353,216

一定の期間にわたり移転

されるサービス
333,825 18,057 42,714 394,597 － 394,597

顧客との契約から生じる

収益
2,056,447 1,539,422 1,151,943 4,747,813 － 4,747,813

その他の収益（注）２ 43,850 － － 43,850 － 43,850

売上高       

外部顧客への売上高 2,100,297 1,539,422 1,151,943 4,791,663 － 4,791,663

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ － － － － －

計 2,100,297 1,539,422 1,151,943 4,791,663 － 4,791,663

セグメント利益（注）３ 245,058 203,945 80,063 529,066 － 529,066

（注）１．収益認識に関する会計基準の適用指針第95項に定める代替的な取扱いを適用することにより、完全に履行義務

を充足した時点で収益を認識している契約については、一時点で移転される財に含めております。

２．その他の収益には、「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準第13号　2007年３月30日）に基づく賃貸

収入が含まれております。

３．セグメント利益の合計額は四半期損益計算書の営業利益と一致しております。
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Ⅱ　当第３四半期累計期間（自　2023年４月１日　至　2023年12月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

     (単位：千円)

 報告セグメント

調整額
四半期損益
計算書
計上額 

電子システム
事業

マイクロ
エレクトロ
ニクス事業

製品開発
事業

合計

主要な財又はサービスの

ライン
    

自社製品 576,021 154,642 1,085,059 1,815,723 － 1,815,723

受託開発 1,885,597 1,420,382 50,425 3,356,405 － 3,356,405

その他 19,877 － 65 19,942 － 19,942

顧客との契約から生じる

収益
2,481,495 1,575,024 1,135,550 5,192,070 － 5,192,070

収益認識の時期       

一時点で移転される財

（注）１
1,800,115 1,549,018 1,128,077 4,477,211 － 4,477,211

一定の期間にわたり移転

されるサービス
681,380 26,005 7,472 714,858 － 714,858

顧客との契約から生じる

収益
2,481,495 1,575,024 1,135,550 5,192,070 － 5,192,070

その他の収益（注）２ 52,010 － － 52,010 － 52,010

売上高       

外部顧客への売上高 2,533,505 1,575,024 1,135,550 5,244,080 － 5,244,080

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ － － － － －

計 2,533,505 1,575,024 1,135,550 5,244,080 － 5,244,080

セグメント利益又は損失

（△）（注）３
341,393 192,218 △21,502 512,109 － 512,109

（注）１．収益認識に関する会計基準の適用指針第95項に定める代替的な取扱いを適用することにより、完全に履行義務

を充足した時点で収益を認識している契約については、一時点で移転される財に含めております。

２．その他の収益には、「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準第13号　2007年３月30日）に基づく賃貸

収入が含まれております。

３．セグメント利益又は損失（△）の合計額は四半期損益計算書の営業利益と一致しております。
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（収益認識関係）

　顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、「注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりでありま

す。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下

のとおりであります。

 
前第３四半期累計期間
（自　2022年４月１日
至　2022年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自　2023年４月１日
至　2023年12月31日）

(1）１株当たり四半期純利益 83.29円 80.91円

（算定上の基礎）   

四半期純利益（千円） 367,750 357,674

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 367,750 357,674

普通株式の期中平均株式数（株） 4,415,288 4,420,607

(2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 82.97円 80.82円

（算定上の基礎）   

四半期純利益調整額（千円） － －

普通株式増加数（株） 16,599 4,534

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式

で、前事業年度末から重要な変動があったものの概

要

－ －

 

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  
 

2024年２月14日

株式会社シキノハイテック

取締役会　御中
 

仰星監査法人

東京事務所

 

 
指 定 社 員

業 務 執 行 社 員
 公認会計士 向 山　典 佐

 

 
指 定 社 員

業 務 執 行 社 員
 公認会計士 中 山　孝 一

監査人の結論
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている

株式会社シキノハイテックの2023年４月１日から2024年３月31日までの第52期事業年度の第３四半期会
計期間（2023年10月１日から2023年12月31日まで）及び第３四半期累計期間（2023年４月１日から2023
年12月31日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記に
ついて四半期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公
正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社シキノハイテックの2023年12月31
日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと
信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

 
監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期
レビューを行った。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期財務諸表の四半期レ
ビューにおける監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規
定に従って、会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当
監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 
四半期財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して
四半期財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示の
ない四半期財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用す
ることが含まれる。

四半期財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期財務諸表を作成する
ことが適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作
成基準に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任があ
る。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視
することにある。

 
四半期財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立
の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レ
ビューの過程を通じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他

の四半期レビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら
れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要
な不確実性が認められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期財務諸表において、我
が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されて
いないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な
不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において四半期財務諸表の注記事項に注意を喚
起すること、又は重要な不確実性に関する四半期財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期財
務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、四半
期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企
業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸
表の作成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事
項を含めた四半期財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期財務諸表が基礎となる取引や会計事
象を適正に表示していないと信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。
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監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レ
ビュー上の重要な発見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を
遵守したこと、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去
するための対応策を講じている場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガード
を適用している場合はその内容について報告を行う。

 
利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな
い。

以　上

 

 
 
（注）１．上記の四半期レビュー報告書の原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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